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trヒ判す る∫里,論'1生:よデfまれ な い ま 圭に な・ノて'いるの で噛なか
ろ うカ・ しカ・しひミ訴斗ノぐ1汐(!ゲ∬:診1で・:仁、}草IU族口、;哉しπ)9…]'iiliif,f、
f}1門技 術 の修 練 と同日、k:rに、洞 察 力、思 考 力、 判断 力、更
には創 造 力 を1函養 しな けれ ば な らな い、その ため に は、
知F識、技 術 を 単 に'受身 で 習得 す るので は な く、tく まで
ち積 極 的 に 自 ら求 めて 学 び と るので なけ れ ば な らな い .
メく学 教 『育は 「自巾力ご徒 を教 え一育て る」 とい.)しりで:よな く、
「師 は教 え授 ける が 、徒 は それ を糧 と して 自 ら育つ 」 と
解 す べ きで あ る,,
ヒ述 の よ うに医学 は 人間 殊 に人 間の 生 命 を対 象 とす る
学 問で あ って 、医療 の 実践 に あた っ'ζは 、医 師 は 人格 を
もつ 患 者 を対 象 とす る .従 って 医師 は深 いili門的 な知r;哉
と勝 れた 医術 を体 得 して い な けれ ば な ら ない こ とは 勿論
で あ る が、同 時 に入 か ら信 頼 さ れ る 高 潔 な 入格 者 で な
けれ ば な らな い.女 師rfに 医r11:知識 が 豊1・;ilで、医 療技 術 か.
勝 れ て いて も、 人間 と して 信頼 され な けれ,+�t.、医師 と し
て は 失格 で あ る、
医 師 は ヒ∴一 マ ニ ズム に 徹 し、医 の 倫理 を基調 と した
高潔 な 人格 者で なけ れば な らない が 、 それ は 大学 に おい
て医 掌 を.1芦ぶ過 程 で'、形成 され て い く≠、の で あ る,、大学
時 代 は知的 に もい よ い よ 充実 し、 身体 的 に ち完 成 せん と
す る時 期 で あ るか ら、 この時 期 こそ 人格}iニヨ成 に最 も重 要
な時 期 で あ る.,諸 君 は 犬学 に おい て医 」)厳粛 さ を学 びつ
っ 、1袈く、思 慮 し内 省す る こと に 、よ・ノで、i展人 と し一(「の ノ＼
格 が 彩成 されで い ・(で・あろ う
旭国 医1く:.よ現 在・逮設 」)途 ヒに あ.,で 、完成.芸で には な
,.2年 」.、ヂ弓 を 要す るi}月 校Lり、斗ミ僅 かlqこ 半 余 を経 た は
,う日}で 歴 史 も浅(、 諸 君は 第3期 生 ヒ'.て .迎え られた
ど)か 完輩 諸 君 と協 力 し で漸 しい 医 たの建 設 に協 ノ」しで
い た ・"きた い やが で 仁学 に ち独特 の1/1統 ゐ築 か れ、 固
育の学 風が培 わ才ミる こ てであ ろ)か 、そ、7)先達 と ㌧で 、完
輩 」)第1期 生、第2期 生 と 共 に諸 君2り責務 は桐爽'.て重 い
本学 の キ ヤ ン・以 は奉申楽 岡1..f菱の中 四 こ位 し、遥 かに
ノく雪 山 及 び ト晦圭岳連 峰 を眺 望 し、広 大 なB!園 に接 し、学
園 と して は絶 好 な環i境 にあ る 、
ど うか諸 君は この ノく自然 の中 のFデ:園で医 学 を 噛}∠:び、 大
らかて＼ ∫呈 し くそ して沌 右トな医 へに育 ち、 やが で 人 願の
健 康 福 祉 に ピτ献 し、、{痔君 に寄 せ られて い る社 会の 要請 と
期 待 に応 えで いた こき度 い もノ)であ る
新 しい学 年 が始 まっ て か らや がて2か 月 に なろ うと し
てい るが 、 今年新 た に 入学 し〆ノご』汐生 諸 君に は、μ光に 本弓そ
の/翁貌 、輪郭 、 あ るい は カ リキ ュ ラム や授 業の模 様 な ど
につ いて 、 凡 その 見 当 がつ い た こ とで あ ろ う。 そ して 医
科 大学 生 と しての心 構 え もで きて 、 日 々の 生 活 も漸 く軌
道 に 乗 った こ と と思 う、
諸 君は'受馬剣1芋代 か ら上洗に医 科 系 大学 に 入学 して 、小}来
は医 学 を導攻 し、医 師 にな ろ うとい う、 は っ き り した{1
標 と 希望 を もっ て受 験 し、 目出 度 く本学 に入学 した の で
あ る.、竜 も受験 時 代 には 、 大学'受験 に 合格 す る こ とが 完
決 で あ っ たの で 、 それ が 目前 の 直接 目標 とな り、過 .Yf3_
受験 勉強 に追 わ れ、 と 尭,すれば 本 来の 目標 は霞 み 勝 ちで
あ りた こ とは 否めY}い 事実 で あ っ た と思 うが 、 しかt、本
掌 の学 宝 と な一.,た争、諸 君は将.来医(,.1iになろ うとい う本
乗の 目標 をは っ きり意 卜識 して 、何 の1丞い も イく安 もな く、
ひた す ら勉学 にfli念 す る こ とがで き る筈 で あ る.、
人聞 は どん な職 業に 就い て も、 また どん な環 境 に あ っ
て ち、 い ろい ろ な彩 で生 涯勉 彊ミし続 けな け れば な らな い
もので あ るこ 大学 は …草門 の学 問 を教 え、学理 を探 究 す る
機関 で あ るが 、 大学 教 育 に は 自 ら 年眼 が あ る、 その 年限
の 中て＼ 深 い 【草「1匿!の知信哉や技 術 を'夫三壁 に習 得 せ しめ る こ
とは イく・r能に近 い 、特 に医学 は 人間 を対象 とす る学 問 で
、 その 範囲 は広 く、1人J容も深 遠畠で あ っ て＼ しか も医 学 は
実践 の学 で あ るの で 、医 科1一 にお け る6年 間の 教 育 で
;よ、精 々医∫}iiiの資格 を:f31fる基 本♂)1草門 知1}識と医 術 を・i]riif,r
.ぜしめ る♂)で1あ一ヂで、 字 業≡後[貞:ちに 自f,言を も・,で診 療 に
従`銭 し1穿る医 師 を育1茂.むる こ と;よ到 底 で1き る もの で':よな
1-';く 業後 は ノぐ巽でF'汐
/ミ.だ・草門 知績哉とナ芝f付を婆礎 と しで
研f修 し、糸蓑験 を積 重ね 、1草門 を深 く究 め イたけ る こ と によ
一ヂご、:よ じめ で 自信 あ る 、 そ して'良 き医 師 とな る こ とが
.でき るの で1ある .『1」二=問に は際P艮は な い.従 ・.)て より良 き
医 帥 に な り、 あ る いは研 究 者に な るたy,に は生 涯勉 強 し
続:一壕 けれ ば な ら ない.
思.)に 、 大学 入学 は 、諸 ぞヤの ・草門 家 と し一この 人't三マ ラ
ソ ンの 出 発点、で あ一ノて 、 この マ ラ'ノンは諸 君の 人 生 と 共
にF艮りな くイ売 き、 ノぐ』弛'r:〕韓は洋ξして ゴ ー ルで'はな い こと
を銘 記 す べ きで あ る、.
諸 君;よメご弥に ノぐ1}モす る まで▽)教 育過 程 『.ひ、 知、識 を習 得
す る技 術 に長 ず るよ うにJた 殊 に現 行 の 大学 入学 、武
.!験制 度 は 、知Ll哉を要1頂よ く、有旨率臼孔」に 習得 す る技 挿ナを訪l






嘉 ノk6年(1853松 前1審は禰 山 に済 衆 館 と称 す る医学
校 を設 、冠 た が 、 これ が本道 に おけ る公 的 医学 教 育 機関
の最 初 の もの と い えよ う、も ち ろん その 内容 は漢 方医学
に あ りた
開港i1854後 、箱 館 〔函 館}に も 外国 人 が居 留 し、
そ れ にと も ない外 人医 師 も 来住 『考一る に いた っ た、 い っ ぽ
う蝦 夷地 を直轄 した 幕府 は 、江 戸 よ り官 医 を派遺 して医
療 に従 事 させ た が、 それ らの医 師 か ら外 人医 師 の 出 診 が
要請 され、 ここ に さ さや か な が ら 本道 にお い て も直接 的
な西洋 医 術 の伝iろ♪1の道 が開 かれ た とい え る
ノJノ 〔二年:.1}ロ シア 領 事がrl∫民 」)たy,に ノ(り丙β完07)
設 ・:ろを出願 して きたの に触 発 され て 、 にわ か に官1幕 府.
民 協 力の ち ヒに病院 建 設 が 着f・され た これ は箱館 医学
所 と称 せ られ て いる が 、その 企画 の中 心 人物 は 、医家 ・
薬家 で あ るのみ な らず 、農 ・牧 ・Il・ 軍 事 な どの 諸学 に
ちす ぐれ、 の ち に仏国 に留 学 し、 ま た 幕府 の箱 館 奉 行 ・
軍 艦 奉行 ・外匡1奉行 な どの 要職 を直、歴 任 した 栗 本鋤 雲'
飽 庵1で あ りた
この箱館 医 学 戸11は、病 院 と して のみ な らず 、医 師 の教
-:IJ・研fl峯機関 、 さ らに医療 行 為の取 締 りや医 師 免 許状 の
交付 な ど医療 行政 機 関的 性 格 を もかね そな えて い たの で
あ る 、その制 度 は江 戸 に あ る 幕府 の 医学 館1漢 方医学 ノ
に準 じた 面 ちあ るとい わ れて い るが、 ここ に お ける教 育
・研修 の1勾ギドは 、 その講 ■堂の 床 ♂)間;こ、正 面 には メく国 髭
命 ・少 彦t',命(日 本事申話 伝 説}二の神 で 医 薬の 祖1の 霊 、
その 右 には神 農(t#t国 古 伝 説 の↑汐Eで 医 薬の 祖 ・の像 、
また 左 には ヒホ クラ_,'ノー 西洋 医 学 の 祖)の 像 の3幅 の
掛 軸 が かか げ られて い た とい うこ と に象徴 され 、 また鋤
雲:みず』か らも 「漢 家 ・洋 家 相揮 して 岐つ ぺ か ら ざれ ば」
と記 して い るよ うに、和 漢 洋 混 交の 医学 ・医 術 が講 ぜ ら
れ て いた と い える.,
維 新 後 、開拓 使 は 本道 開 発/足進 の た め医 療 体制 の 整備
を債 極 化 し、 明治2年 に旧 箱館 医学li斤を辛[粒尽して函 館病
院 と改 称 し、 ・層 その機能 の拡 充 をは か った 。 こ こで は
診療 機関 に教 育 ・研究 ・行政 機 関 と しての性 格 を 具備 し
で いた ことは 旧医学 所 とllil様で あ るが 、 その 規模 と機能
は組 織化 され たの み な らす「、決 定的 な差 異 は 、 その 医療
内容 が 西洋 医学 に限定 され た こ とで あ る。 そ して新政 府
が旧 幕府 の 西洋 医学:所 を継 承 したQ莫 方医学 の医 学館 は
閉 鎖)大 学 東校11)Y,の 東 大医 学 部 ノの 管;轄な い し援 助
指 淳 の ≠、とに 、西洋 医 学 の教 育 が 当病 院 で も実 施 され る
にい た った.、4年 に病 院 は 「死刑 の 者 、 其他 無 宿 行倒 れ
死 人 こ れ 有 り候 節 、生 徒 に解 剖研 究 致 させ た く、 もり と
も骸 の儀 は 補接 致 し厚 く埋 豪彰致す 可.(」 との 願 、1}を政 府
に提 出 して い る。 さ らに お雇 外国 人教 師 の 米国 人 エ ル ド
リ ノチ が外 科医 長 と して赴 任 した5年 以 降 、教 育 部門 は
函館 医 学 校 とも称 せ られ、 その教 育 内 容 は 充実 した
また6年1月 には 札幌 病 院 の付 属 機 関 と して の 札幌 医
学 校 が開 校 した.す で に前 年 に は 文部 省 が 『学 制 』 を;1}ll
定 し、組 織的 ・統 一的 教 育 制 度 が確 立 しつ っ あ り、医 学
教 育 に お いて も従 来ノ)医術 伝 習的 な方 法 ・内 容 か ら脱 皮
し、f噛1∫:f里:こもと一つ'く【丑疽#ひミ弓そ」)孝父貝ljカfユ}イ巨され て幽い た
札幌 医 学校 の教 則 は 、 その うち速 成的 な医 師 の 養成 を 目
的 と した 「変則 」 に該 当す る ぞ、の で あ った が 、 その教 科
目 はつ ぎの よ うな もので あ つた 、
∫㌦科t算 学 ・理 学 ・植物 学 ・動物 学 ・化学 各 論 ・/ピ1そ
通 論 ノ、 本科 第11解 剖学 ・組織 学 ・動物 実 験1、 同
第2げ 主三理 学}、 同 第3〔 薬 剤学 ・合某 化学 ・本苧:学
1、 同 第4ω 丙理 学 ・各論 ・通 論/、 同 第51治 術学
・外 科通 論 ・内科 通 論 ・外科 各論 ・婦 嬰病 論 ・眼 科 ・
先哲実 験 ・病 床実 馬剣
なお 、本道 で は実 施 され な か 一、た が 、明 治5年7月 文 部
省公 布 の 『外国 教 師 ニ テ教授 ス ル医 学教 則』 に も とつ く
教 科 内容 を、 参 考 まで に示す と以 ドの とお りで あ る 、
10級/記 載解 剖学 ・無 機 化学 ・t;:物学 ・動 物 学!、9
級 ピ主三理 各 論 ・窮 理学 ・植物 学 ・有f幾化学 ・外 科総 論
・、8級(解 剖 技 術 ・化 ゴ:～典習 ・生理 総 論 ・外科 各 論
・棚 帯 学) 、7扱1病 理 及 内科 総 、1商・組 織学 ・薬 剤 学
・整骨 学 ・病 体 解 剖学} 、6級(解 剖学 復 講 ・生理r≠
復 講 ・病理 及内 科 各 論1・外 科 ∫士術 学 ・外科 臨 床講 義 一
聴 講}、5級 〔診 断法 ・製 薬学 ・内 科臨 床 講 義 聴 講
・外科 臨 床講 義 一自験 ・外 科 ∫・術 演1習) 、4級 〔眼 科
学 ・産 科学 ・外来 外科 臨 床 講義 及 活体 ∫三術 ・内科 臨 床
溝義 一.一自験 ・屍 体 ヒ戯 断 及}術 演 習.一随 意1、3級1
外 来内 科臨 床 講 義.一自験 ・眼 科 臨 床講 義 ・婦 人病 ・産
科 及外 来婦 人病 臨 床講義 ・外 来外 科臨 床 講義 自験 随
意 ・裁 判医 学 及 医政)、2級 〔実地 経験!、1級(実
地 経馬剣





昭和50年4月1日 付 けで改正又は制定 された学内諸規
程の 並な改正点 と制定趣 旨は次の とおりです。
1.学 則 の 一 部 改 正
由 入学 料 及 び検 定 料 の改 正 に伴 う改 正
「国 立 の学 校 における授 業料 その他 の費 用 に関 す る
省 令 の1LIUを 改 正 す る 省 令」(昭和50年 文 部 省令 第7
号)の 公 布 、施 行 によ り、 入学 料 及 び検定 料 の 額 が
改正 され た こ と に伴 い 、 第27条(検 定 料)中 「5,000
円」 を 「7,500FJ」 に、第28条(入 学 料)第1項 中 「
12,000円 」 を 「50,000円 」 にそ れ ぞれ改 め ま した 。
12}入 学料 の 免 除 制度 の 新 設 に伴 う改 正
入学 前1年 以 内 にお いて 、 入学 す る者(聴 講 生 、
研究 生 等 と して 入学 す る者 を除 く。)の 学 資 負 担 者
が 死亡 し、 又 は入学 す る者 若 し くは学 資負 担 者 が 風
水害 等 の 災害 を受 け た場 合 に 、 申請 によ り入 学料 が
免除 で き るこ と に なった こ とに伴 い、 第28条(入 学
料)の 次 に第28条 の2(入 学 料 の 免 除)を 追 加 し、
第24条(除 籍)及 び 第32条(退 学 等 の場 合 にお け る
授 業料)第1項 の… 部 を改 め ま した 。
13〕 教 育課 程 の 改善 に伴 う改 正
教 育 課程 の 改 善 を図 るた め 、第25条(卒 業 の 要件
)中 「88単位 以L」 を 「84単位 以bに 、「4,778時
間以r_」 を 「4,800時 間以L」 に改 め た ぽ か、別 表 第
別表第1
1及 び 別表 第2を 改 め ま した 。
なお 、昭 和50年4月 に第3学 年 と なっ た者 は 、 卒
業 に要 す る単位 及 び時 間数 を、 第25条 の規 定 に か か
わ らず 「88単位 以 上」 及 び 「4,700時 間 以h」 と し、
改 正 前 の別 表 第1を 適 用 して 、基 礎 教 育科 目6科 目
12単 位 以 ⊥ の修 得 をも っ て、改 正後 の 別 表第2の 生
物 科学 特 論 の履 修 を免除 す るこ と に しま した。
2授 業科 目の試 験 及 び進 級 取扱 規 程 の一 部 改正
教 育課 程 の改 善 に伴 う学 則 の ・部 改正 に よ り、第7
条(留 置)を 次 の とお り改 め ま した。
第2号 中 「一一般 教 育科 目人 文 系2科 目8単 位 及 び社
会系2科 口8単 位 」 を 「 一般教 育 科 目人 文系8単 位及
び社 会系8単 位 」 に、第3号 中 「一一般 教 育 科 目人 文 系
3科 目12単 位 及 び社 会系3科 目12単 位 並 び に基 礎教 育
科 目3科 目6単 位 」 を 「一一般 教 育 科 目 人 文系12単 位 及
び社 会系12単 位 並 び に情 報処 理2単 位 を 含む基 礎教 育
科 目6単 位 」 に、 及 び第4号 中 「基礎 教 育科 目6科 目
12単 位 」 を 「情 報処 理2単 位 を 含む 基礎 教 育科 目8単
位」 に それ ぞれ改 め ま した。
3入 学料 の 免 除 に関 す る規 程 の 制定
入学 料 の免 除制 度 の 新 設 に伴 う学 則 の 一部 改正 に よ
り、本 学 に お け る入学 料 の 免除 の取 扱 い につ いて定 め
た 「入 学料 の 免 除 に関 す る規程 」 を制 定 しま した。
改 正 後 の学 則 別 表第1、 別 表2及 び附 則 〔 一部 のみ 掲
載)は 次 の とお りで す 。
(庶 務,、果/
授 業 科 目 第1掌 年 第2学 年
「第13学 年
制立数 備 考 授 業 科 目1第1学 年
1
















英 語14 4 8
必 修
歴 史 4 4 ト イ ノ 語 4 4 8
文 学 4 4 保健体
育科目
講 義 2 2
必 修
心 理 学 4 4 実 技 1 1 2
















経 済 学 4 4 医 学 概 論 2 2
社 会 学 4 4 惰 報 処 理 z z
統 計 学 4 4 生 態 学E 2 12
総 合 講 義 4 4 右の 授 業 科 目の ほ か に 、 自 由 科 目 と して 、「英語 演 習 」 及 び 「ド




数 学1 4 4
必 修
(備 考)こ の 表 に掲 げ る授 業 科 目 の うち、 必 修 以 外 の 科 目 の
履修 に つ い て は 、ft#'fI期 の 始 め に 、 別 に定 め る 履修




数 「∫:II 4 4













































































































講 義寄 生 虫 』≧
実 習
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計 X16 1,IU8 1,198 1.190888 4,800 4,800
附 則(昭 和50年4月1日 旭 医 大 達 第1号)
1.省 略
2.昭 和50年4月 に第3学 年 と な一」た者 の 卒 業 に要 す る
単位 及 び時 間 数 は 、第25条 の 規定 に か かわ らず 、一一般
教 育 科 目等88単 位 以L、 専 門教 育 科 目4,700時 間以 上
とす る。
3.昭 和50年4月 に第3学 年 と なっ た 者は 、改 正 前 の 別
表第1を 適用 し、基礎教育科 目6科 目12単位以上の修
得 をもって改正後の別表第2の 生物科学特論の履修 を
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各研 究 室 二あ る 娠1済 含む
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旭川医科大学談話会
昭和49年1月 に、本 学教 官 の専 門 分 野 に お け る研 究 発
表 を通 して 、 教 官 、学生 及 び 関係 機 関の 交流 を深 め るた
め に発 足 した 「旭 川医 科 大学 談 話 会」 の 第14回 以 降のEl
程 等 は 別 表 の とお りで す 。
なお、 第12回 、 第13回 の 談 話 会 が次 の と お り開催 され
ま した。
(幹 事)
第12回 、5月13目 司会 石 井兼 央(内 科 学 第2講 座)
Φ 「ヒ トの 自血 球 抗原 」 板 倉 克明(病 理 学 第2講 座)
i2)「 抗生 剤 のYharmacokineticsに つ いて 」
吉 岡 ・(小 児 科学 講 座)
第13回 、6月3日 司 会 吉 岡 一一(小 児 干斗学講座)
X11「 空 中浮遊 微 生物 の 環 境医 学 的 検 討」
河原 林忠 男(衛 生学 講座)
121「 肺癌 の細 胞 診断 」 坂 井 英 一一(内 科 学 第1講 座)
昭和50年 度 旭 川 医 科 大学 談 話会 演 者 予定 表
　開 催 月 日
1演 者 司 会 者
再画麺 鐘塵 一麺 阪 顧 埜」塑1河原糊
L皇月魁⊥㈹1高#f一童夫(泌尿器科学)福 山裕三1公衆衛生学)i水 戸 廼郎
縄驚鰍 翻難 瑠藤1漂霧l
l2目葡 廟 一軽 化司]飯 璽 眼科学藻 臓
1月13日㈹ 「芳賀宏光(産 婦人科学)1石橋 宏(法 医 学押 保坂 明郎
ll瑠鷺:需漂 醤 醗 瀦1
開催時間は、講義時間表の夏時 聞帯の期問は、前記予
定 月日の午後5時 よりとします。なお、冬時間帯に移行
す る場合はあらためて開催時間の変更 をお知 らせ します。
昭和50年度受験者合格者入学者について
昭 和50年 度 入学試 験 が、 去 る3月23・24日 の両 日に わ
た り実施 され ま した が
い て ま とめ て み ま した.
、志願 者
ノ


















































































学 年 担 当 に つ い て
本年度から、 グループ担任 とは別 に学年担当制を設け
ま した。この学年担当制は、諸君の履修上、経済 ヒの相
談、奨学生の推薦等が主 な業務で、各学年 を1名 の教授
(一般教育2名 、基礎医学2名 、臨床医学2名)が 担当
してお り、任期は2力 年ですが第2学年 については本年 度
に限 り1力 年 となっています。今年度の学年担当は下記




第1学 年(一 般教育担当)笹 森 秀雄(社 会学教授)
第2学 年 〔 〃)星 野 ゴ介(物 理学教授)
第3学 年(基 礎医学担当)安 孫 ∫㌦ 保(薬 理学教授)
日本育英会奨学生数について
本学 における日本育英会奨学生 も学 年進行に伴い、年
々増加 してお り、現 在の奨学生数は次の とお りです。
なお第1学 年第2次 の募集が10月 にありますので、希







今 回 免除 され た 者は 、 前年 度 と同 様 全 員 全額 免 除 と な
りま した。 なお 、後 期 分 か らは 第1学 年 の学 生 も免除 申
請 す る こと がで きます 。 申請 期 目等 につ い て は後 日掲 示
で お知 らせ します 。(学 生 課)
(日召禾[150歪手{4i11日F見 呑三)





学 生 団 体 一 覧
本 学 で は現 在 、体 育 系22団 体 、 文化 系13団 体 が届 出 を
行 い 、活 発 に活動 を行 っ て い ます。
体育 系 ・文化 系 の サ ー ク ル名 及 び責 任 者等 は次 の と お
りです の で 、 サ ー クル に加 入 を希 望 す る場 合 、 直接 、責
任 者へ 申 し込 んで くだ さい。
な お、 最近 体 育 系 サ ー ク ルで活 動 中 の事 故 が増 加 して
い ます の で 、十 分 注意 して くだ さ い。
また 、 課 外活 動 中の 事 故 の救 済 の た め 、大 学 で スポ ー
ツ安 全 協 会傷 害 保 険へ の 加 入 を呼 び か けて い ます の で 、
各サ ー クルで も検 討 の う.え、是 非 加 入す るよ うに して く
だ さい 。
(学 生 課)














団 体 名 会員数i責 任 者1顧 問 教 官
ラ グ7ピ ー 部
[
16磯 辺 雄 一二 鮫島 夏樹
硬 式 庭 球 部 351佐 藤 仁 志 松島 少 二
準 硬 式 野 球 部 181落 合 聖 二
一 一
名和燈 黄雄
バ レ ー ボ ー ル 部 15 倉橋 昌司
バ ド ミ ン ト ン 部 20
浜 崎 卓一一一一ト÷ ÷L-≒ ≒τ一一
楠 祐 ・「晴山 稚 寛
徒 歩 旅 行 の 会
一
26 大河内博雄 笹森 秀雄
陸 土 競 技 部
冒一
10 高木 勇!美 甘 和哉
空 手 道 部 9 猪俣 光孝,佐 藤 利宏
X11岳 部111 石川 直1 八幡 剛 浩
卓 球 音i
1
13 松本 光博 岩渕 次郎
弓 道 部 4 近藤 啓史i黒 島 農汎
剣 道 部 11 、大越 ⊥原田 一典
アー チエ リー クラ ブ 、ll江 尻 倫 昭 丸r基 夫
ダ ン ス 同 好 会
1
191鈴 木 康訳1土 居 勝彦
柔 道 部 9 石川 裕 司1青 木 藩
サ ッ カ ー 部 118 笹1町 齎Ill村 剛康
バ スケ ッ トボ ー ル部114 福田 平塚 寿章
iス キ ー 部 ・21
!峨 均 東 国申ボ デ ィビ ルデ ィン グ 171豊 川 好 男 戸松 良 ・
ゴ ル フ ク ラ ブ _隼懊 杢 爾 一典
少 林 寺 拳 法 部 71船 井 哲 雄[武 部 和夫
一





真 部;71斎 藤 達也
評「一「万一一套コー8一 旨齋 一真1丸 手7』基美
顧 問 教 官
星野 了介
軽 音 楽 ク ラコユー14一医魎 隻 岡田 稚勝
8
音楽 集 団飛行船 15 長谷部直幸 市原 和夫
釣 倶 楽 部 9 大河内博雄 岡田 雅勝
医 療 研 究 会 12 鈴木 安名 鮫島 夏樹
美 術 ク ラ ブ 11 長南 典秀 原田 一典
語 学 研 究 会 15 古川 英樹 戸 松 良 一一一
落 語 研 究 会 5 石橋 隆治 仲西 忠之
鳥 になりたい人の会 20 松浦 順 笹森 秀雄
将 棋 部 13 古井 秀典 と口勇次郎
生 物 ク ラ ブ 13 藤井 宏一 美甘 和哉
リコー ダー ・ア ンサ ンブ ル 8 今村 昌幹 丸子 基夫
課外活動物品について
本学では学生諸君の課外活動の充実のため、別表のと
お り課外活動物品を備 え、その都度の貸出 し又は自由な
利用 に供 し便宜 をはかっています。
貸出 し物 品の 申込受付けは学生課で取 り扱 っていますの













・・ド ミ/ト ン ・ラ ケ ノ ト42
バ ド ミ ン ト ン ネ ノ ト
バ レ ー ボ ー ル ネ ノ ト
バ レ ボ レノ
バ レ ー ボ ー ル 才ッ ト乏柱
卓 球 ラ ケ ノ ト 〔ヘ ン
卓 球 ラ ケ ノ ト 〔シエ ー ク/
卓 球 ネ ノ ト






グ ロ ブ 〔準 硬 〕
フ ア ー ス ト ミ ノ ト{準 硬)
キ ャ ソチ ャ ー ミ ノト(準 硬}
べ ス

















































≦ ∠一ド ギ ヤ ヰ ー8
・プ ロ ソクス ター テ ング3
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湿 式 羅一 写一齋 一了
